
様式１（小・中）

【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和３年度学校評価 結果・学校関係者評価

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●「書く活動」について、全職員による共
通理解と共通実践

●「『書く活動』を意識した授業づくりがで
きている」の質問に対して、肯定的な回
答をした教員の割合が85％以上。

・学力向上対策評価シートの共通実践
を取組に位置づけ、実践状況を確認す
る。 Ｂ

・全ての職員がマイプランを設定し、計画通り
に日々の授業実践に取り組んでいる。
・児童の学習への取組は良好であるが、個人
差が大きいため、苦手な児童への手立てをさ
らに工夫していく必要がある。

Ａ

・学校評価アンケートでは、91％の教員が、児
童は自分の考えを工夫して書く活動ができて
いると回答している。今後も書く活動を意識し
た授業づくりを継続していくことで、児童の思
考力・表現力を高めていく。

Ａ

・校内研の取組を中心に授業改善がなされた
結果が学習状況調査でも数値に表れている。
・成果指標（数値目標）設定の妥当性につい
て、再考したほうが良い。

○タブレット端末を活用した授業づくりに
取り組む。
　スキルタイムを充実させ、基礎的・基
本的な学力の定着を図る

○「タブレット端末を活用した授業はたく
さんのことが学べる」の質問に対して、
肯定的な回答をした児童の割合が80％
以上。
○市販テストの「知識・技能」の学級平
均が85％以上。

・タブレット端末を活用した授業作りの研
修会を設ける。

Ｂ

・指導案検討会や授業研究の中でタブレット端末
を活用した授業づくりについての研鑽を積んだ。
・市販テストの「知識・技能」の学級平均85％以上
を達成している学年は３学年であるため、さらなる
基礎・基本の定着に取り組む必要がある。

Ａ

・児童アンケートでは、授業でタブレット端末を活用す
ることに対して、84％の児童が肯定的な回答をしてい
る。今後も、様々な形でタブレット端末を活用し、学習
意欲向上や達成感につなげていく。
・市販テスト「知識・技能」の平均がほぼ85％以上であ
ることから、多くの児童に基礎・基本が定着していると
考える。

Ａ

・子供がタブレット操作に慣れ、友達とのコミュ
ニケーションにも使用しており、保護者として
満足している。
・タブレット使用は学力向上の原動力である意
欲につながっていると思う。

●縦割り活動を通して、児童の自他の
生命を尊重する心、他者への思いやり
や社会性、倫理観や正義感、感動する
心など、豊かな心を育成する。

●「人の役に立つことにやりがいを感じ
る」や「学校行事で、自分が頑張ったこと
をいえる」という質問に対して肯定的な
回答をした児童が８０％以上。

・縦割り活動（けやきタイム・縦割り掃
除）の充実。
・若基っこ集会・人権集会・ありがとう集
会など異学年による交流活動を行う。 Ａ

・けやきタイム、運動会の応援練習で異学年
交流を行った。（縦割り掃除はコロナ感染予防
のために見合わせ中）
・若基っ子集会・人権集会・ありがとう集会は
計画中。

Ａ

・児童のアンケート結果では、肯定的な回答の児童が
８割以上であった。コロナウイルス感染予防により、活
動は限られたが、運動会や集会活動などを通して、児
童は達成感を味わうことができ、自己も他者も大切に
しようとする気持ちが育ってきた。教師アンケートでも
同様で、ほぼ１００％の割合で肯定的な回答が見られ
た。

Ａ

・コロナ禍の中、状況に合わせた活動ができ
ていると思う。人前で話す機会があればいい
なと思う。
・縦割り活動は、思いやりや助け合いの心を
育てると思うので、今後とも継続してほしい。

●いじめの早期発見、早期対応体制の
充実

●いじめの未然防止、早期発見、早期
対応のための組織的対応ができている
と回答した教師が９０％以上。

・いじめアンケートの実施
・気になる児童の情報共有や教育相談
研修会を行う。 Ａ

・にこにこアンケートを月に１回実施し、気にな
る児童には聞き取りなど事後指導を行った。
・生徒指導連絡会を週に１回実施し、児童に
関するの情報交換と情報共有を行った。

Ａ

・にこにこアンケートを月に１回実施して、気になる児
童には事後指導を行い、いじめの予防に努めた。
・アンケートの結果、肯定的な回答をした教師は１０
０％であった。情報共有や研修会を定期的に行い、い
じめの早期発見・対応に向けて、組織的に取り組むこ
とができた。

Ａ

・アンケート後の児童への対応、保護者への
早急の対応、校内での情報の共有が良くなさ
れている。
・いじめはあってはならないことを常日頃から
皆で認識することが大事である。

◎夢や目標をもち、その実現に向けて
意欲的に取り組む児童を育成するため
の教育活動（学校独自成果指標・任意）

◎学校行事を通して、自分の良さを発見
することができたと答えた５、６年生児童
が８０％以上。

・児童の主体性や活動意欲を高める活
動を仕組む。
・キャリアパスポートを活用し、児童が自
分の良さを発見できるような振り返りを
行う。

Ａ

・運動会や委員会で児童が主体的に活動し、
意欲的に活動することができた。
・キャリアパスポートの取り組みを行い、児童
が自分の良さを発見できるような振り返りを
行った。

Ａ

・アンケートの結果８０％の児童が「学校行事でがん
ばったことが言える。」と答えていた。学校行事で達成
感を味わい、夢や目標に向かって、自分の良さに気付
くことができた。
・キャリアパスポートの取り組みを行い、児童は自分の
良さを発見できるような振り返りを行うことができた。

Ａ

・キャリアパスポートの１２年後の成果を願っ
ている。より、有効な活用について考えてほし
い。

●健康・体つくり【生活づくり
部】

●望ましい生活習慣の形成 ●早寝（上学年は２２時まで，下学年は
２１時３０分までに就寝）・早起き（７時ま
でに起床）・朝ご飯（食事内容を問わな
い）・運動（１日合計１時間以上）を達成
した児童が８０％以上。

・学期に１回生活習慣チェックを行う。
・保健だよりなどを発行し，規則正しい生
活習慣の大切さ（特に睡眠について）を
児童・家庭に伝える。

Ａ

・保護者向けに保健だよりを発行し、睡眠の
大切さについて啓蒙することができた。
・児童向けに各学級で養護教諭と担任で睡眠
についての指導を行うことができた。

Ａ

・早寝８８％、早起き９２％、朝ご飯９６％、運
動９９％の児童が達成できた。運動が好きな
児童も９０％おり、外遊びを行う児童も多い。
新型コロナウイルス対策を行うなど、児童の
健康に関する意識も高まってきている。

Ａ

・コロナ禍にあり、運動不足になりがちである
が、外遊びなどをよくしていて、素晴らしいこと
だと思う。
・早寝について保護者への周知が必要です
ね。

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進【管理職】

●業務１０％削減の推進と時間外勤務
時間の削減

●時間外勤務時間が月４５時間以内の
職員の割合が８０％以上。

・引き続き、業務改善と、業務１０％削減
・毎月、超過勤務時間集計を行い、職員
会議等で報告する。
・定時退勤日の設定 Ａ

・計画的な業務遂行と早めの退勤を日常的に
呼びかけた。
・職員会議資料のペーパーレス化に取り組
み、教頭、事務室の負担軽減を図っている。
・平日の18:30施錠はほぼできている。

Ａ

・働き方改革の基礎となる、職員の意識改革
に取り組み、成果指標に到達した。
・業務に優先順位を付けて取り組む職員の割
合は９１％であり、ほどんどの職員が１８：３０
までに退勤するなど、職員の意識と行動の変
化が見られる。

Ａ

・ペーパーレスや業務改革は必須ですね。
・先生方の意識改革が成果指標に到達したこ
とは評価できる。
・学校全体でよく取り組まれている。

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○特別支援教育の充実
【特別支援教育部】

○児童一人一人の能力を伸ばし、多様
な交流を通して、互いに認め合い、高め
合う仲間集団の育成

○教師の専門性と意識の向上、専門性
が向上したと答えた教員８０％以上。

・合理的配慮を意識した指導内容・方法
の改善
・特別支援教育に関する研修会の実施
・ケース会議の開催、情報共有

Ａ

・日々、個々の能力や特性に応じた教材や視覚支援を意識
した教材作りに努めている。また、研究授業において互いの
授業を参観し合い、指導内容・方法を見直すことができた。
・７月に講師を招いて職員研修会を行った。
・専門家や医療機関など、外部の関係者も交えてのケース
会議を随時開き、情報共有を行っている。

Ａ

・交流学級担任との連携を密にし、支援学級担任以外の職
員による授業補助を導入するなど、全職員が高い意識をもっ
て特別支援教育に取り組むことができた。
・専門家や医療機関など、外部の関係者も交えてのケース
会議を、年間を通して開催した。
・今後の課題として、全保護者の特別支援教育に関する意
識向上のための啓発活動が挙げられる。

Ａ

・地域・学校・保護者が一体となって子供たち
を育てていく社会を目指したい。

〇地域連携の充実
【ふるさと学習部会】

○ふるさと基山に誇りに思う心の育成 ○ふるさと基山について、資料を使っ
て、学習ができたと答えた児童８０％以
上

・資料名やページ番号を記載した年間
指導計画の作成

Ｂ

・資料名やページ番号を記載した年間指導計画の作
成を進めている。今後は、その年間計画を周知し、活
用できるように呼び掛ける。
・コミュニティスクールとなったことで、基山町在住の講
師を招き、基山の人から色々と学ぶ機会が増えてい
る。

Ａ

・「ふるさと基山」について、資料を使って、学習ができ
たと答えた児童が８４％おり、成果指標を達成した。９
４％の保護者が学校はきやま学の充実を図っていると
回答していた。基山町の方から基山のことを学ぶこと
を通して、ふるさと基山について理解を深めることがで
きた。

Ａ

・保護者の意識について、「大体そう思う」が
多い。学校の取組の様子を積極的に発信した
ほうが良い。

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

●心の教育【仲間づくり】

中間評価 最終評価 学校関係者評価

学校名 基山町立若基小学校

４　重点取組内容・成果指標

●学力の向上【学びづくり】

重点取組
具体的取組

５　総合評価・

　　次年度への展望
・全評価項目について、A評価であり、取組の成果が出ている。学校運営協議会委員の皆様から、好意的で協力的な評価をいただいている。
・共通評価項（４項目）と共に、本校の教育課題を踏まえた独自評価（２項目）を設定し、全職員の共通理解のもと取り組み、教育活動や学校運営の一層の充実を図ることができた。

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

１　前年度

　　評価結果の概要

・最終評価では、全項目について、A評価であり、取り組みの成果が出ている。

・教師の指導力を向上させ、個に応じたきめ細かな授業改善による学力向上が望まれる。

２　学校教育目標
きたえ　やりぬき　まなびあう

元気いっぱい　自分から学び　共に高めあう子供

３　本年度の重点目標

・表現活動の充実

・早寝・早起き・朝ごはん、外遊び

・縦割り活動の充実


